
令和２年度   中村中学校    学校評価アンケート結果報告 

 
  ４（そう思う）・３（やや思う）合計％表示 

  上段Ｒ元年度 下段Ｒ２年度 

 保護者 生徒  教員 

〇教育目標・学校運営 

Ⅰ‐１ 教育目標や経営方針を分かりやすく伝えているか。 

〔分析〕教育目標等について、特に大きな保護者からの要望

や改善点の指摘はない。昨年より下がり８２％の評価である。 

Ⅰ‐２ 学校だよりや学年だより、HP 等で日常の教育活動

を分かりやすく伝えているか。 

〔分析〕学校だよりや各学年だよりは、定期的に配布されて

いる。ホームページの更新もあらに進めていく必要がある。

全教職員で心がけ、更新を進めていく。 

Ⅰ‐３ 本校のよき伝統を理解させ、誇りがもてるような教

育活動を行っているか。 

〔分析〕本校の良き伝統が何かという意見も頂いている。教

員も異動があり、確認をしていく必要がある。 

〇学習指導 

Ⅱ‐１ 基礎的・基本的な学力の定着がはかられるような指

導が行われているか。 

〔分析〕生徒評価で昨年より低下するが８８％である。授業

での取組を生徒は理解している生徒が多い。 

Ⅱ‐２ 学習成果の評価は適切で、授業の進行もきちんとお

こなわれているか。 

〔分析〕評価は、今年度規準を見直した。意見欄には、昨年

同様中村中の学習評価が厳しすぎるなどの意見があった。 

Ⅱ‐３ ICT を活用するなど、わかり易く、工夫された授業

が行われているか。 

 〔分析〕生徒評価は８９％と下がっているが、休校中の取組

やタブレットの生徒配布により、全教員が ICT 授業を意識し

て授業づくりを行った。 

Ⅱ‐４ 各授業で、落ち着いた学習環境が作られているか。 

〔分析〕学習環境が作られていると感じているは６２％の生

徒に留まる。一部授業では、生徒の私語が目立つ場面もある

ようだ。特に 1 年生生徒の評価が低い。注視したい。 

Ⅱ‐５ 予習・復習などの学習習慣を身につけられるような

指導を行っているか。 

〔分析〕この項目は生徒・保護者ともに低い。家庭での学習

習慣は主体的な学習への取組とつながる。引き続き生徒の学

習意欲を高める工夫が必要である。 

 

〇豊かな心の育成 

Ⅲ‐１ 様々な場面で思いやりの心の育成や、人権を尊重す

る教育活動を行っているか。 

〔分析〕生徒・保護者とも８０％を超える評価である。 

Ⅲ‐２ 道徳の授業によって、心の交流や道徳性の育成が適

切に図られていますか。 

〔分析〕生徒の評価は９０％である。生徒が道徳授業につい

て自ら取り入れていこうとする姿勢が伺える。 

Ⅲ‐３ 挨拶・時間を守る等の基本的な生活習慣を身につけ

る指導を行っているか。 

〔分析〕基本的な生活習慣についても、生徒の意識も高い但
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し、一部の生徒に遅刻が続く生徒もいる。 

 

Ⅲ‐４ 生徒の健康や安全に配慮しながら適切な指導を行っ

ているか。 

 〔分析〕生徒評価で、９９％が適切に指導を行っているとし

ている。 

Ⅲ‐５ 教職員は生徒や保護者の方が困った際、親身になっ

て対応し必要に応じて SC や相談員と連携して対応している

か。 

〔分析〕生徒・保護者評価とも、昨年からは下がるが保護者

の評価を次年度は高めていきたい。 

Ⅲ‐６ 通常学級と特別支援学級との交流は、適切に行われ

ている 

〔分析〕今年度交流校育の機会が減ってしまった。交流は、

多様性を考えさせるためにしっかりと組み立ていく。 

 

〇特色ある学校 

Ⅳ‐１ 各教育活動（生徒会・委員会・行事・部活動）で、

個性や能力を伸ばすような指導が行われているか。 

〔分析〕昨年のように９０％を超える評価ではない。コロナ

の影響により、行事・部活動ができない状況での評価である。 

 Ⅳ‐２ 体験活動や進路学習、ボランティア体験の行事は充

実しているか。 

 〔分析〕Ⅳ‐１と同様な回答である。 

 Ⅳ‐３ 部活動や生徒会活動は、盛んに行われているか。 

 〔分析〕４評価は、生徒評価６０％と高い。保護者は、３５％

にとどまる。 

 Ⅳ‐４ 教員や部活動顧問は、保護者との連携を密にとって

いるか。〔分析〕昨年度と違い、生徒・保護者評価とも８０％に

達しなかった。一部部活動に対して保護者評価が低い。 

 

 Ⅳ‐５ 教室の掲示板や教育環境はきちんと整備されてい

るいか〔分析〕生徒評価は９３％・保護者評価は８８％とほぼ

よい評価を得られているが、教職員の評価が１００％ではな

い。 

Ⅳ‐６生徒（お子さん）は、学校にいくことを楽しいと感じ

ているか。 

 〔分析〕８６％の生徒が楽しいと感じてくれている。しかし、

コロナの影響からか、保護者評価は低い傾向がある。 

Ⅳ‐７ 生徒（お子さん）を安心して登校させられると感じ

ているか。 

〔分析〕保護者評価が１０％下がる。コロナの影響がやはり

ある。 
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教育に関するアンケート 保護者自由意見のまとめ 

 

評価・評定について 

・評価・評定が各教科の担当教員によって、つけ方にばらつきがあるように感じた。 

⇒令和３年度から、評価の観点が新学習指導要領に基づいた指導から３観点になります。さらに根拠をもって

評価・評定をつけていきます。年度当初には、評価・評定について説明させていただきます。 

・教科によっては、定期考査で 90点以上でも評定が３の場合がある。 

⇒各観点で、価規準に基づいて算出しています。令和３年度も、年度初めに説明会を実施させていただきま

す。 

 

学習(授業)について 

・一部の教科では、生徒の努力を認めてもらえず、子供がつらい思いをしました。きちんと子供の気持ちを汲

み取ってほしいです。 

⇒いただいたご意見は、教職員に伝えました。生徒との信頼関係を築くことを主として参ります。 

・定期考査の平均点が 60点とはおかしいのでは。もっと高い点になってもよい。 

⇒定期考査問題は、基礎問題、応用問題、発展問題を出題しています。学力の定着を図るためにも点数をとれ

なかった分野を検証し、学力を高められるように指導していきます。 

・平均点が 80点以上になるまで、同じ問題を何度でも出題してもよいのではないでしょうか。 

⇒繰り返し学習はしていきます。各教科、学習内容を進めていかなくてはなりませんので、復習も兼ねながら

行っていきます。 

・宿題をたくさん出してほしいです。 

⇒主要５教科は宿題を出していますが、学習の進捗上に応じたり、長期休業中に出しています。日頃から、ご

家庭で予習・復習も心がけてください。また、放課後は教員が個別に補習を行いますので、遠慮なくお申し

出ください。地域の方をゲストティーチャーとして補充学習も行っています。積極的にご参加ください。 

 

生活指導について 

・くつ下の色は白でなくては駄目なのでしょうか？紺や黒の使用可も検討してほしい。 

⇒検討しています。紺や黒を認めていく方向で検討しています。 

 

部活動について 

・部活動の日が多く、疲れてしまっている。 

⇒部活動のガイドラインに沿って行っています。ただし、公式大会、試合等がある場合、その前週の土・日両

日に活動を行うことがあります。その際は、大会後に休養日を設けるようしています。 

・若い教員が多い中、学生の延長で指導をしているように感じ不愉快であった。 

⇒当該教員には厳しく指導しました。大変、申し訳なく存じています。今後も更に若手教員の育成に努めてま

いります。 

 

交流教育について 

・交流はコロナ禍のため、無理させる必要も無いと感じた。 

⇒本校は、「誰一人取残さない」SDGS(ESD)の教育を進めています。コロナ禍の中ですが、可能なかぎり交流は

今後も行っていきます。 

 



ホームページについて 

・大変、見難いです。もう少し見やすく工夫をしていただけないでしょうか。 

⇒ホームページの構成を変えました。再度、見やすさを検証してまいります。 

 

タブレットの活用について 

・タブレットを活用して教育活動を行ってほしいです。 

⇒本校は１月に、全生徒へ貸与し活用しています。貸与前には、タブレットを活用した授業を取入れてほしい

旨のご意見をたくさんいただきました。現在、授業等で活用しています。お気づきの点がありましたら、ご意

見をいただけると幸いです。 

 

アンケートの書式について 

・学校評価アンケートのクラス欄にＦ組が入っていなかったです。 

⇒大変申し訳ございませんでした。ご指摘のとおりです。二重三重チェックをしていきます。 

・学校評価アンケートの書式ですが、①が「大変良い」のほうが良いと思いました。 

⇒どのアンケートも左側の良いから段階的に下がっていくので、そのようにします。今回は悪いから段階的に

良いにしたので、分かりづらかった点は改善します。 

 

ご感想 

・毎日、楽しく安心して登校しています。先生方に感謝です。 

・学校が休業中は、ホームページや学校連絡メールで早急に、連絡や情報得ることができありがたかったで

す。 

・コロナ禍で大変ですが、できる行事などを工夫して行ってくれてありがたかったです。 

 

令和３年度に向けて、本校へ貴重なご意見を頂き、感謝申し上げます。 

今年度は、多数の職員の入れ替わりや新型コロナウイルスによる休校、教育活動の縮小、制限などありまし

た。ですが、変革期ととらえ、コロナ禍で何ができるかを常に考え、今日に至っています。 

その結果、学校行事の見直しやタブレットの活用などこれまでの授業スタイルとは違ったやり方での教育活

動を進めています。また、これからの時代に合った教育活動を進めていきます。ご指摘いただいて点を改善

し、更に魅力ある学校づくりに努めてまいりますので、令和３年度もよろしくお願いいたします。 

 

校長 大石 光宏 

 


